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第 3 章では、アクティブタービン翼を持つ 4段の液液抽出塔の流動特性と抽出性能を調べ次の知見を得ている。 (1)
第 1 段は、上部セトラ一段にタービン翼がないため上段からの吸引力を受けないので、第 1 段の分散相ホールドアッ





第 4 章と第 5 章では、スタティックミキサーの内部エレメントを取り外した回転円板およびミキサーそのものを取
り外した回転円板だけから成る多段抽出装置を運転し、その流動特性および抽出性能を測定した結果と 3 章で示した
アクティブタービン翼装置の結果とを比較した。その結果、円板に取り付けたスタティックミキサーの効果は大きく、
既存の回転円板型装置よりもアクティブタービン翼を持つ抽出装置の性能が一番優れていることを明らかにした。
第 6 章では、本研究で開発した装置を気液接触装置として運転し、回転円板型多段装置の流動特性と比較した。そ
の結果、アクティブタービン翼の方が、生成する気泡の平均径が小さく、ガスホールドアップも多いことがわかり、
液液系だけでなく気液系接触装置としても使えることを明らかにした。
以上のように、本論文は、アクティブターピ、ン翼を持つ新しいタイプの抽出装置を開発し、その優秀な装置性能を
明らかにしたものであり、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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